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第２回匝瑳市障害者計画等策定協議会 議事録 

 

会 議 名 等 第２回匝瑳市障害者計画等策定協議会 

日 時 平成 29 年 2 月 16 日（木） 10：00～11：00 

場 所 ふれあいセンター 第 1会議室 

出 席 委 員 

秋葉吉男、山﨑優子、江波戸久元、鎌形廣行、向後英夫、島田正仁、椿隆夫、

伊藤武、林幸子、塚本清江、西村則子 

欠席：熊切茂、山﨑照子、鵜之沢勅子、大蔵圭介 

事 務 局 大木課長、伊藤副主幹、中川主査補 

次 第 

開会 

１．あいさつ 

２．議事 

１）第２次匝瑳市障害者計画（素案）について 

３．その他 

閉会 

資 料 
・次第 

・第２次匝瑳市障害者計画（素案） 

議 事 内 容  

◎決定事項 

・素案の修正内容の承認については会長に一任する 

・素案を修正後、パブリックコメントを実施する 

■開会 

■１．あいさつ 

■２．議事 

１）第２次匝瑳市障害者計画（素案）について 

・（意見）【会長】第２次匝瑳市障害者計画（素案）について、第１章から第３章まで一

括して事務局から説明をお願いしたい。 

▼事務局が資料をもとに、素案の第１章から第３章までの内容を説明。 

・（質問）【会長】事務局から説明があったが、各委員からご質問、ご意見等はあるか。 

・（質問）【委員】ｐ16 の難病患者数について、出典が市の福祉課となっているが、具

体的にはどのような数値か。 
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・（回答）【事務局】市に難病として申請された件数である。 

・（意見）【委員】特定疾患医療受給者とあるが、受給者証の交付は県の保健所が行って

おり、素案に掲載されている人数は保健所で把握している人数と異なってい

る。数値を合わせるか、表題を変えるか、いずれかの方法により整合性を図っ

た方がよい。 

・（回答）【事務局】難病患者の人数については、保健所と確認の上、県もしくは市の数

値のどちらかに統一したい。 

・（意見）【委員】県で把握している受給者証交付数を載せるのか、市で把握している給

付金の受給者数を載せるのか、表題と数値の整合性を図ってほしい。 

・（質問）【会長】そのほか、各委員からご質問、ご意見等はあるか。 

・（意見）【全員】なし。 

・（質問）【会長】それでは次に移りたい。第４章については分量が多いので分割して審

議することでよろしいか。 

・（意見）【全員】了解した。 

・（意見）【会長】それでは事務局から、第４章の前半、第１節から第３節までについて

説明をお願いしたい。 

 

▼事務局が資料をもとに、素案第４章の第１節から第３節までの内容を説明。 

・（質問）【会長】事務局から説明があったが、各委員からご質問、ご意見等はあるか。 

・（意見）【全員】なし。 

・（意見）【会長】それでは次に移りたい。第４章の後半、第４節から第６節までについ

て説明をお願いしたい。 

 

▼事務局が資料をもとに、素案第４章の第４節から第６節までの内容を説明。 

・（質問）【会長】事務局から説明があったが、各委員からご質問、ご意見等はあるか。 

・（意見）【委員】可能であれば、第１章だけでなく、第４章の施策の方向５においても、

差別解消法の施行と県条例の制定について記載したほうがよいと思うが、いか

がか。障がい者差別の解消が法的に位置づけられたのは大きなこと。根拠とな

る法や条例があって、市が差別の解消に取り組んでいくという流れを市民の方

に周知することにもつながる。 

・（回答）【事務局】ｐ56の現状と課題に記述を追加したいと思うが、いかがか。 

・（意見）【委員】私はそれで良いと思うが、みなさんのご意見はいかがか。 

・（意見）【委員】千葉県独自の条例があり、それを受けて市が取りくんでいくというこ

とが分かったほうがよいと思う。 
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・（意見）【会長】リード文に差別解消法の施行と県条例の制定についての記述を入れる

ということでどうだろうか。 

・（回答）【事務局】ｐ56 あるいはｐ60 に記述を追加するなどの調整を行いたいと思う

がいかがか。 

・（意見）【全員】了解した。 

・（質問）【委員】「障害」「障がい」と漢字表記とひらがな表記が混在しているため、文

章が読みにくい。漢字表記とひらがな表記の使い分けについて説明してほし

い。 

・（回答）【事務局】法令や制度、事業名などの固有名詞以外は、基本的にはひらがな表

記にしている。近年では、当事者の障がい者の気持ちに配慮し、ひらがな表記

にしている自治体が多くなっている。 

・（質問）【委員】医療現場では病名などは漢字表記なので、たしかに配慮なのかもしれ

ないが、個人的には読んでいて違和感がある。庁内の部署、特別支援学校など、

他の機関等ではどうなっているか、使い分けについて教えてほしい。 

・（意見）【委員】特別支援学校では漢字で表記している。様々な考え方があり、「障害」

という言葉に抵抗があったり、違和感を感じる人もいるが、我が校では普通に

漢字を使っている。要は気持ちの問題であり、どちらにしても違和感を感じる

人がいるので、説明できるようにしてもらえればそれでよいと思う。 

・（意見）【委員】ひらがな表記にしてはいけないということではなく、あくまで違和感

を覚えたということ。 

・（意見）【委員】だいぶ前から、市町村では「障害」「障がい」の「害」の字の漢字表

記、ひらがな表記の使い分けることが浸透してきているように思う。 

・（意見）【委員】意外とひらがな表記にしているところが多い。 

・（意見）【委員】「匝瑳市聴覚障害者協会」は漢字表記。県内で聴覚障害者協会は 35団

体あるが、１団体を除いてすべて漢字表記。県のほうから指導もないので、漢

字のままで良いと思うが、個人的には特に気に留めていなかった。はじめから

漢字表記であるし、読みやすいのでむしろ漢字のほうがよいと思っている。害

の字をひらがなにするイメージとは何なのか、正直よく分からない。 

・（質問）【会長】報道等をみると時代の流れもあると感じるし、匝瑳市においても庁内

で使い方を調整していることと思う。漢字表記、ひらがな表記が混在する状態

だが、匝瑳市の計画としてはこれでよろしいか。 

・（意見）【委員】私は構わない。 

・（意見）【全】了解した。 

・（回答）【事務局】計画書の冒頭の部分に、「障害」の「害」の字の漢字表記、ひらが

な表記の使い分けについての説明文を追加したいと思う。 
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・（質問）【会長】ご了解をいただきたい。そのほか、各委員からご質問、ご意見等はあ

るか。 

・（意見）【全員】なし。 

・（意見）【会長】それでは事務局から、第５章について説明をお願いしたい。 

 

▼事務局が資料をもとに、素案第５章の内容を説明。 

・（質問）【会長】事務局から説明があったが、各委員からご質問、ご意見等はあるか。 

・（質問）【委員】計画に目標値が設定されていないと思うが、どのようにして評価する

つもりなのか。目標値の設定はしないという解釈でよろしいのか。 

・（回答）【事務局】お見込みのとおり。本計画においても目標値設定の検討は行ったが、

国や県とは異なり、市では基礎的なデータもあまりないことから、結果的に設

定はしないこととした。計画の評価については、関係団体にご意見をうかがい

ながら施策の達成度等を評価したい考え。また、来年度策定を予定している下

位計画の障害福祉計画では、目標値やサービスの見込量や実績値など、具体的

な数値が数多く入る。数値を用いた客観的な評価についてはそちらで行いたい

ということも考えている。 

・（意見）【委員】障害福祉計画では、退院可能な精神障がい入院患者の地域生活への移

行などを目標値として設定していた。そのあたりが次期障害福祉計画の中で再

設定されるということだと思う。 

・（意見）【委員】アンケートをしっかりとっているし、計画書ではそこから課題もきち

んと記載しているので、指標として十分活用できると思う。５年後の見直しの

際、いくつか指標を設定しておいたほうが評価はしやすいはず。すべての項目

について細かい数値目標を入れなくても、数値の増加を目指す、減少を目指す

ということでもよい。計画書で課題に挙げているグラフのいくつかだけでも指

標に設定してもよいのではないか。せっかく詳細なアンケート実施されている

ので申し上げた。 

・（意見）【会長】数値目標については下位計画で設定、評価するというのが事務局の考

え。なお、総合計画では数値目標は設定されている。 

・（回答）【事務局】たしかにアンケート結果は目標値になりうると思うので、見直し時

にはアンケートを再度実施し、指標には設定しないものの、その結果も用いて

評価は行いたいと思う。また、本計画とは別になるが、サービス量の目標値等

を設定する障害福祉計画を来年度策定するということも併せてご理解いただ

きたい。 
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・（意見）【委員】ｐ72 の内容はこれでよいと思うが、前回の計画の策定委員会でも、

５年間あまり変わっていないという話が出た。今後の５年間もあまり変わらな

かったということにならないか、それが心配。また集まって、また計画を作っ

たのに効果がないということにならないよう、きちんと進行管理していただき

たい。 

・（質問）【会長】ご意見と受け止めてよろしいか。 

・（意見）【委員】了解した。 

・（質問）【会長】そのほか、各委員からご質問、ご意見等はあるか。 

・（意見）【全員】なし。 

・（意見）【会長】委員のご意見についても、事務局と会長である私に任せていただきた

いと思う。そのほか、文言の調整についても同様に進めていくことでご理解い

ただきたい。 

・（意見）【全員】了解した。 

・（意見）【会長】それでは、以上をもって、議事を終了させていただく。 

 

■３．その他 

・（質問）【会長】その他として、事務局から何かあるか。 

・（回答）【事務局】今後のスケジュールについて、本日の皆様のご意見を反映して素案を

調整してまいりたい。その後、１ヶ月間パブリックコメントを実施し、市民の意

見を募集したい。その意見を踏まえて、最終決裁を経て策定の運びとなる。策定

後は、計画書製本を各委員にお配りする。 

 

■閉会 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


